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は
し
が
き

　

筆
者
は
一
九
八
〇
年
代
な
か
ば
か
ら
築
地
居
留
地
︵
一
八
六
八
～

一
八
九
九
年
、
現
在
の
中
央
区
明
石
町
に
あ
っ
た
。︶
の
研
究
を
行
な
っ
て

き
た
。
そ
の
過
程
で
東
京
の
初
期
の
ホ
テ
ル
に
つ
い
て
関
心
を
持
ち
、
さ
ら

に
森
林
太
郎
︵
鷗
外
︶
が
そ
の
い
く
つ
か
に
関
係
を
も
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
。

本
稿
は
筆
者
の
居
留
地
研
究
の
い
わ
ば
副
産
物
で
あ
る
。

　

森
鷗
外
は
、一
九
〇
九
年︵
明
治
四
十
二
年
︶に
発
表
し
た﹃
追
儺
﹄で
、﹁
宴

会
は
沢
山
あ
る
。
二
箇
所
を
断
つ
て
一
箇
所
に
往
く
と
い
ふ
や
う
な
日
も
あ

る
。
併
し
い
つ
も
往
く
所
は
極
ま
つ
て
ゐ
る
。
偕
行
社
、
富
士
見
軒
、
八
百

勘
、
湖
月
、
帝
国
ホ
テ
ル
、
精
養
軒
抔
と
い
ふ
所
で
あ
る
。﹂
と
述
べ
た
。

　

一
九
〇
九
年
と
い
え
ば
、
彼
は
陸
軍
軍
医
総
監
・
陸
軍
省
医
務
局
長
で
あ

り
、
ま
た
翻
訳
に
創
作
に
、
文
学
活
動
を
多
方
面
に
展
開
し
つ
つ
あ
っ
た
。

社
交
的
に
も
多
忙
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
ホ
テ
ル
も
よ
く
利
用
し

た
。
こ
れ
は
右
の
引
用
文
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
が
、
彼
の
場
合
は
も
ち
ろ
ん

宿
泊
の
た
め
で
は
な
く
、
ホ
テ
ル
の
宴
会
場
や
食
堂
に
招
か
れ
、
ま
た
は
招

い
た
の
で
あ
る
。

　

鷗
外
は
一
九
一
七
年
︵
大
正
六
年
︶
十
二
月
二
十
五
日
、
宮
内
省
帝
室
博

物
館
総
長
兼
図ず
し
ょ
の
か
み

書
頭
と
な
り
、
一
九
二
二
年
︵
大
正
十
一
年
︶
に
他
界
す
る

ま
で
そ
の
職
に
あ
っ
た
。
彼
の
社
交
活
動
は
さ
ら
に
そ
の
幅
を
ひ
ろ
げ
た
こ

と
で
あ
ろ
う
。

　

筆
者
は
、
東
京
に
あ
っ
た
ホ
テ
ル
が
し
ば
し
ば
鷗
外
作
品
の
舞
台
と
な
っ

て
い
る
こ
と
に
着
目
し
て
本
稿
を
起
草
し
た
。
鷗
外
研
究
者
、
ま
た
広
く
一
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般
の
方
々
の
御
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
な
お
、
筆
者
が
學
燈
社
﹃
國

文
學
﹄
の
一
九
九
九
年
八
月
号
に
寄
せ
た
﹁
築
地
精
養
軒
と
そ
の
光
景
―
森

鷗
外
﹃
普
請
中
﹄
に
ふ
れ
て
―
﹂
を
あ
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

※　
　
　
　
　

※　
　
　
　
　

※

　

付
表
は
、
一
九
一
五
年
︵
大
正
四
年
︶
末
ま
で
に
東
京
で
開
業
し
た
ホ
テ

ル
を
示
す
た
め
筆
者
が
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
︵
注
1
︶。

　

こ
の
表
は
、
一
般
に
開
放
さ
れ
た
ホ
テ
ル
の
み
掲
げ
た
。
例
え
ば
、
出
島

の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
館
長
一
行
は
、
一
六
四
一
年
ご
ろ
か
ら
は
江
戸
参
府
の

際
は
日
本
橋
石
町
三
丁
目
北
側
の
長
崎
屋
を
定
宿
と
し
て
い
た
と
い
う
。
詳

細
は
坂
内
誠
一
﹃
江
戸
の
オ
ラ
ン
ダ
人
定
宿　

長
崎
屋
物
語
﹄︵
流
通
経
済

大
学
出
版
会
、
一
九
九
八
年
︶
な
ど
を
参
照
し
て
頂
き
た
い
の
で
あ
る
が
、

長
崎
屋
が
特
定
の
人
達
の
た
め
の
施
設
で
あ
っ
て
一
般
向
け
で
な
か
っ
た
こ

と
は
明
白
で
あ
る
た
め
付
表
か
ら
は
除
い
た
。

　

鷗
外
の
い
う
偕
行
社
は
一
八
七
七
年
︵
明
治
十
年
︶
創
立
で
、
陸
軍
将
校

の
た
め
の
親
睦
を
増
進
し
、
相
互
扶
助
を
は
か
る
団
体
で
、
九
段
に
本
館
が

あ
っ
た
。
宿
泊
も
可
能
で
あ
っ
た
が
、
や
は
り
ホ
テ
ル
と
は
い
え
な
い
。
偕

行
社
は
全
国
各
地
に
集
会
所
が
あ
り
、こ
こ
で
も
宿
泊
が
で
き
た
。
鷗
外
も
、

例
え
ば
一
九
一
四
年
︵
大
正
三
年
︶
五
月
、
旭
川
を
訪
れ
た
と
き
、
同
地
の

偕
行
社
に
宿
泊
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　

と
も
あ
れ
、
付
表
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
東
京
で
は
築
地
居
留
地
︵
現
在

の
中
央
区
明
石
町
︶
と
そ
の
周
辺
に
最
初
期
の
一
般
向
け
ホ
テ
ル
が
つ
く
ら

れ
た
。
そ
の
後
、
日
比
谷
、
上
野
、
芝
な
ど
に
も
ホ
テ
ル
が
開
業
す
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
、﹃
追
儺
﹄
に
い
う
湖
月
に
つ
い
て
は
、

斉
藤
月げ
っ
し
ん岑
著
﹃
武
江
年
表
﹄
の
一
八
七
三
年
︵
明
治
六
年
︶
の
項
に
説
明
が

あ
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
東
洋
文
庫
に
収
め
ら
れ
て
い
る
金
子
光
晴
校
訂

の
﹃
増
訂　

武
江
年
表　

2
﹄︵
平
凡
社
、
一
九
六
八
年
︶
で
は
二
五
五
頁

で
あ
る
。

　

ま
た
、
帝
国
ホ
テ
ル
に
つ
い
て
は
、
鷗
外
が
利
用
し
た
の
は
渡
辺
譲
の
設

計
に
よ
り
一
八
九
〇
年
︵
明
治
二
十
三
年
︶
十
一
月
に
落
成
し
た
第
一
世
代

の
建
物
で
、
帝
国
ホ
テ
ル
編
・
刊
﹃
帝
国
ホ
テ
ル
百
年
史
﹄
に
階
上
・
階
下

の
平
面
図
が
載
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
付
図
1
と
し
て
再
録
さ
せ
て
頂
く
。

1　

築
地
精
養
軒
と
東
京
ホ
テ
ル

　

付
表
か
ら
、
一
八
八
八
年
︵
明
治
二
十
一
年
︶、
鷗
外
を
追
っ
て
ド
イ
ツ

女
性
が
来
日
し
た
当
時
、
東
京
に
は
、
洋
風
の
宿
泊
施
設
と
し
て
は
築
地
精

養
軒
と
日
比
谷
見
付
の
東
京
ホ
テ
ル
し
か
な
か
っ
た
こ
と
が
明
白
と
な
る
で

あ
ろ
う
。
そ
の
二
年
後
、
築
地
居
留
地
に
ク
ラ
ブ
・
ホ
テ
ル
が
で
き
る
が
、

会
員
制
で
あ
っ
た
の
で
、
た
と
え
彼
女
が
そ
の
こ
ろ
に
な
っ
て
来
日
し
た
と

仮
定
し
て
も
宿
泊
は
で
き
な
か
っ
た
筈
で
あ
る
︵
注
2
︶。

　

そ
れ
で
は
、
小
金
井
良
精
な
ど
鷗
外
の
関
係
者
は
何
故
、
東
京
ホ
テ
ル
で

な
く
築
地
精
養
軒
を
選
び
、
彼
女
を
宿
泊
さ
せ
た
の
か
。
築
地
は
横
浜
へ
通

じ
る
鉄
道
の
終
着
駅
・
新
橋
に
近
か
っ
た
が
、
日
比
谷
も
新
橋
駅
か
ら
あ
ま

り
離
れ
て
い
な
い
。

　

偶
然
で
あ
る
が
、
同
じ
一
八
八
八
年
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
独
立
の
志
士
ホ

セ
・
リ
サ
ー
ル
︵D

r. José R
izal y A

lonso

、
一
八
六
一
―
九
六
年
︶
が
来

日
、
東
京
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
三
月
一
日
か
ら
七
日
ま

で
の
こ
と
で
あ
る
が
、
彼
は
ウ
ィ
ー
ン
に
い
る
友
人
、
ブ
ル
メ
ン
ト
リ
ッ
ト

︵D
r.  Ferdinand B

lum
entritt

︶に
あ
て
て
三
月
十
四
日
付
で
書
簡
を
送
り
、

次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

D
as H

otel w
o ich w

ohnte w
ar sehr unbequem

, und desshalb 

bin ich hier in der spanischen G
esandschaft um

gezogen.
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付表　東京にあった初期のホテル（1915年までに開業したホテル。○印は築地外国人居留地の
域内にあった。）　　　　　　　　　　　　　　　　　　（川崎晴朗・作成）

ホ　テ　ル　名
（カッコ内は英・仏語名） ア　ド　レ　ス 開　　　業 閉　　　業

築地ホテル館
　（Yedo Hotel） 軍艦操練所跡

1868年 8 月16日（慶応 4
年 6月28日）、部分的に
開業

1871年12月31日（明治 4
年11月20日）休業、その
後焼失

○オテル・デ・コロニー
　（Hôtel des Colonies）

南小田原町三丁目、のち
居留地18番 1869年 2 月または 3月 1872年 4 月 3 日（明治 5

年 3月26日）焼失

○江戸ホテル
　（Yedo Hotel）

相対借地域、のち居留地
17番 A 1872年後半 1879年（明治12年）

1月19日焼失

○オテル・デ・コロニー（再建）新栄町五丁目 6 - 8 番地、
のち居留地18番 1873年（明治 6年）後半 1878年（明治11年）

○オテル・デュ・グラン・
　ヴァテル
　（Hôtel du Grand Vatel）

新栄町五丁目 3番地 1874年（明治 7年）ごろ 1875年（明治 8年）ごろ

○東京ホテル
　（Tokyo Hotel） 居留地33番 A 1874年 1882年（明治15年）初頭

　築地精養軒ホテル
　（Tsukiji Seiyoken Hotel）采女町32、33番地 1876年（明治 9年） 6月 1923年（大正12年）

9月 1日

　東京ホテル
　（Tokyo Hotel）

日比谷門見付（麹町区有
楽町三丁目 2番地）

1887年（明治20年）
6月23日

1899年（明治32年）
3月以前

○クラブ・ホテル
　（Club Hotel） 居留地 1番 1890年（明治23年） 5月 1892年（明治25年）

または1893年（明治26年）

　帝国ホテル
　（Imperial Hotel）

麹町区内山下町一丁目
1番地 1890年11月 3 日 （現在も営業）

○ホテル・メトロポール
　（Hotel Metropole）

居留地 1番（明石町
1番地）

1892年（明治25年）
または1893年（明治26年）1909年（明治42年） 7月

○オテル・サントラル
　（Hôtel Central）

明石町32番地、のち
明石町12番地 1901年（明治34年） 1920年（大正9年）末ごろ

　上野精養軒ホテル
　（Uyeno Seiyoken Hotel）上野公園 1902年（明治35年）

1917年（大正 6年）
10月 1 日

　ホテル愛宕館
　（Hotel Atago-kan）、のち 
　 東 京 ホ テ ル（Tokyo 
　Hotel）

芝区愛宕山 1902年ごろ 1914年（大正 3年）ごろ

　望翠楼ホテル
　（Villa Belvedere、 のち
　Bosui-ro Hotel）

大森新井宿 1912年（明治45年） 6月 1931年（昭和 6年）
または1932年（昭和 7年）

　日比谷ホテル
　（Hibiya Hotel）、のち東
　京ホテル（Tokyo Hotel）

麹町区有楽町
一丁目 3番地

1912年（大正元年）
12月以前 1919年（大正 8年）ごろ

　東京ステーションホテル
　（Tokyo Station Hotel） 東京駅構内 1915年（大正 4年）

11月 2 日 （現在も営業）



川崎晴朗：東京にあった初期のホテル―鷗外作品の舞台として―

（22）─ 135 ─

付図 1　帝国ホテル（階上・階下）
	 　（出典）帝国ホテル編・刊『帝国ホテル百年史』（1990年）、64頁。
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訳
せ
ば
、﹁
私
が
い
た
ホ
テ
ル
は
非
常
に
不
愉
快
で
、
そ
こ
で
私
は
こ
こ
、

ス
ペ
イ
ン
公
使
館
に
移
転
い
た
し
ま
し
た
。﹂
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
︵
注

3
︶。
こ
れ
で
、築
地
の
精
養
軒
の
方
が
東
京
ホ
テ
ル
よ
り
居
心
地
が
よ
か
っ

た
ら
し
い
こ
と
が
分
か
る
。
も
と
も
と
精
養
軒
は
レ
ス
ト
ラ
ン
と
し
て
出
発

し
、
ホ
テ
ル
棟
は
同
じ
敷
地
内
に
増
築
さ
れ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
来
た
独

身
女
性
に
と
り
、
何
か
と
便
利
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

2　

ホ
テ
ル
愛
宕
館

　

鷗
外
の
﹃
普
請
中
﹄
は
、
渡
邊
参
事
官
が
会
食
し
た
西
洋
婦
人
が
コ
ジ
ン

ス
キ
イ
と
い
う
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
と
愛
宕
山
に
泊
っ
て
い
る
と
い
う
設
定
に

な
っ
て
い
る
。

　

鷗
外
の
日
記
に
よ
る
と
、
彼
は
一
九
一
〇
年
︵
明
治
四
十
三
年
︶
三
月

三
十
一
日
、Jolly

と
い
う
イ
ギ
リ
ス
人
に
招
か
れ
、﹁
愛
宕
山
の
上
な
る
東

京
ホ
テ
ル
﹂で
夕
食
を
共
に
し
て
い
る
。鷗
外
は
こ
の
経
験
を
生
か
し
て
、﹃
普

請
中
﹄
に
登
場
す
る
婦
人
が
愛
宕
山
に
宿
泊
し
て
い
た
と
い
う
設
定
で
小
説

化
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

ホ
テ
ル
愛
宕
館
は
一
九
〇
二
年
︵
明
治
三
十
五
年
︶
ご
ろ
開
業
し
、

一
九
〇
四
年
︵
明
治
三
十
七
年
︶
ご
ろ
﹁
東
京
ホ
テ
ル
﹂
と
改
称
し
た
。

　

愛
宕
山
は
芝
区
︵
現
在
の
港
区
の
一
部
︶
に
あ
っ
た
が
、
東
京
都
港
区

立
三
田
図
書
館
編
・
刊
﹃
明
治
の
港
区
﹄︵
一
九
六
七
年
︶
に
よ
る
と
、

一
八
八
九
年
︵
明
治
二
十
二
年
︶
十
二
月
、
こ
こ
に
愛
宕
館
と
愛
宕
塔
が
建

て
ら
れ
た
。
愛
宕
館
に
つ
い
て
は
、﹁
淡
い
黄
色
の
番ぺ

歴ん

青き

も
て
、
塗
り
た

る
二
層
楼
に
し
て
、︵
中
略
︶
西
洋
料
理
店
を
開
き
、
眺
望
の
絶
佳
な
る
に

因
り
、
傍
ら
会
食
に
使
用
し
た
る
も
、
其
後
廃
業
し
て
、︵
後
略
︶﹂
と
あ
る

︵
一
三
四
頁
︶。

　

明
治
時
代
、東
陽
堂
は
﹃
風
俗
画
報
﹄
の
臨
時
増
刊
と
し
て
相
当
数
の
﹃
東

京
名
所
圖
會
﹄
を
刊
行
し
た
。
戦
後
、
宮
尾
し
げ
を
監
修
で
復
刻
さ
れ
た
が

︵
睦
書
房
︶、
こ
れ
に
よ
る
と
、
一
八
八
六
年
︵
明
治
十
九
年
︶
四
月
に
愛
宕

公
園︵
ま
た
は
愛
宕
山
公
園
︶が
設
立
さ
れ
た
。面
積
は
四
、七
九
三
坪
で
あ
っ

た
︵﹃
芝
区
之
部
﹄︵
一
九
七
二
年
︶、
一
八
〇
頁
︶。
愛
宕
館
と
愛
宕
塔
は
こ

こ
に
建
設
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

東
京
都
編
・
刊
﹃
東
京
市
史
稿　

市
街
篇
﹄、
第
七
八
に
﹁
愛
宕
山
公
園

内
愛
宕
塔
之
圖
﹂
が
載
っ
て
い
る
の
で
、
付
図
2
と
し
て
掲
げ
る
︵
注
4
︶。

　
﹃
明
治
の
港
区
﹄
は
、
愛
宕
館
に
ホ
テ
ル
の
施
設
が
あ
っ
た
と
い
っ
て

い
な
い
。
し
か
し
、
横
浜
の
ジ
ャ
パ
ン
・
ガ
ゼ
ッ
ト
社
が
毎
年
刊
行
し
て

い
たT

he Japan D
irectory

の
︽H

otels in Japan

︾
の
項
を
見
る
と
、

一
九
〇
三
年
版
に
は
じ
め
て
ホ
テ
ル
愛
宕
館
︵H

otel A
tago-kan

︶
が
掲
げ

ら
れ
て
い
る
︵
三
九
二
頁
︶。
お
そ
ら
く
、
一
九
〇
二
年
︵
明
治
三
十
五
年
︶

ご
ろ
愛
宕
館
の
二
階
を
改
造
し
、
数
室
程
度
の
客
室
を
設
け
て
ホ
テ
ル
と
し

た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、﹃
明
治
の
港
区
﹄
の
い
う
﹁
西
洋
料
理
店
﹂
は

一
階
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
九
一
〇
年
三
月
、
鷗
外
がJolly

に
招
か

れ
た
の
が
こ
の
料
理
店
で
あ
る
。

　

津
田
利
八
郎
﹃
最
近
東
京
明
覧
﹄︵
博
信
館
、
一
九
〇
七
年
︶
に
よ
れ
ば
、

当
時
の
宿
泊
料
は
一
日
に
つ
き
一
等
七
円
、
二
等
五
円
、
三
等
四
円
で
あ
っ

た
が
、
こ
れ
に
は
食
事
代
が
含
ま
れ
て
い
た
ら
し
い
。
同
書
は
、
宿
泊
客
以

外
の
来
客
に
つ
き
、
朝
食
七
十
銭
、
昼
食
八
十
銭
、
夕
食
一
円
と
い
っ
て
い

る
︵
二
二
九
頁
︶。

　

一
九
一
〇
年
に
は
、ホ
テ
ル
愛
宕
館
は
鷗
外
の
い
う
通
り
﹁
東
京
ホ
テ
ル
﹂

と
な
っ
て
い
た
。T

he Japan D
irectory

の
一
九
〇
五
年
版
か
ら
、
ホ
テ
ル

愛
宕
館
は
︽Tokio H

otel

︾
と
な
る
︵
同
版
で
は
七
二
〇
頁
︶。
一
九
〇
四

年
︵
明
治
三
十
七
年
︶
ご
ろ
の
改
称
で
あ
ろ
う
。
一
九
〇
二
年
ご
ろ
ホ
テ
ル

愛
宕
館
が
発
足
し
た
と
き
、
築
地
居
留
地
に
あ
っ
た
東
京
ホ
テ
ル
も
、
日
比

谷
門
見
付
の
東
京
ホ
テ
ル
も
す
で
に
閉
業
し
て
い
た
。
後
者
が
営
業
を
停
止
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し
た
正
確
な
時
期
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
︵
注
5
︶、
い
ず
れ
に
せ
よ
ホ
テ

ル
愛
宕
館
が
創
業
直
後
に
旧
東
京
ホ
テ
ル
と
同
じ
名
を
名
乗
る
に
は
後
者
の

廃
業
か
ら
年
月
が
ま
だ
十
分
に
経
過
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、︽H

otel A
tago-kan

︾　

で
は
外
国
人
に
は
覚
え
に
く
い
。
そ
こ
で
、
二
、

三
年
し
て
か
ら
改
称
に
踏
み
切
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

※　
　
　
　
　

※　
　
　
　
　

※

　

と
こ
ろ
で
、
イ
ギ
リ
ス
人
のJolly

と
は
い
か
な
る
人
物
か
。
鷗
外
の
日

記
に
よ
る
と
、
一
九
〇
九
年
︵
明
治
四
十
二
年
︶
九
月
二
十
八
日
、﹁Indian 

M
edical Service

のG
.A

. Jolly

面
会
に
来
ぬ
。
日
本
語
を
善
く

す
。
髪
な
き
男
な
り
。﹂
と
あ
り
、

ま
た
十
二
月
三
日
、
偕
行
社
で
局

︵
陸
軍
省
医
務
局
で
あ
ろ
う
。︶
の

直
轄
軍
医
た
ち
を
饗
応
し
た
が
、

そ
の
場
に
﹁
印
度
よ
り
来
ぬ
る

Jolly

﹂
も
い
た
と
い
う
︵
注
6
︶。

そ
こ
で
、Jolly

は
英
領
イ
ン
ド

で
軍
医
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。

　

筆
者
は
、T

he Japan W
eekly 

M
ail

の
一
九
〇
九
年
九
月
か
ら

十
二
月
に
刊
行
さ
れ
た
各
号
に
つ

き
、︽Shipping Intelligence

︾

欄
を
見
た
。Jolly

が
イ
ン
ド
か

ら
日
本
に
来
た
と
す
れ
ば
、
香
港

に
立
ち
寄
る
か
、
ま
た
は
同
地
で

船
を
乗
り
換
え
る
か
し
た
に
違
い

な
い
。
そ
こ
で
、
と
く
に
香
港
か
ら
横
浜
に
来
た
船
に
つ
い
て
乗
客
名
簿
を

て
い
ね
い
に
眺
め
た
の
で
あ
る
が
、
結
局Jolly

の
名
は
な
か
っ
た
。
イ
ギ

リ
ス
の
軍
艦
に
便
乗
し
て
来
日
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

次
に
、
彼
の
離
日
し
た
日
を
知
ろ
う
と
考
え
、
同
じ
新
聞
の
一
九
一
〇
年

一
月
以
降
の
各
号
を
読
ん
だ
と
こ
ろ
、
六
月
十
八
日
付
に
、
同
月
十
四
日
、

ヴ
ァ
ン
ク
ー
ヴ
ァ
ー
へ
向
け
て
横
浜
を
出
帆
し
た
イ
ギ
リ
ス
船E

m
press 

of Japan

にM
r. L. E

. Jolly

と
い
う
乗
客
が
い
る
こ
と
に
気
が
付
い
た

︵
六
三
二
頁
︶。し
か
し
、イ
ニ
シ
ア
ル
が
違
う
の
で
こ
れ
は
別
人
と
思
わ
れ
る
。
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付図 2　「愛宕山公園内愛宕塔之圖」
	 　（注）左の建物が愛宕館、右の建物が愛宕塔。
	 　（出典）東京都編『東京市史稿　市街篇』第 78（1987

　年）、666-7頁。
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T

he Japan T
im

es

に
、当
時
は
︽G

uests at the H
otels

︾
の
欄
が
あ
り
、

東
京
に
つ
い
て
は
ホ
テ
ル
・
メ
ト
ロ
ポ
ー
ル
、
オ
テ
ル
・
サ
ン
ト
ラ
ル
お
よ

び
帝
国
ホ
テ
ル
の
宿
泊
客
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。
筆
者
は
一
九
〇
九
年
十
一

月
二
日
付
か
ら
一
九
一
〇
年
三
月
一
日
付
ま
で
の
こ
の
欄
を
通
読
し
た
が
、

Jolly

の
名
は
見
当
ら
な
か
っ
た
。

　

も
し
彼
が
ホ
テ
ル
・
メ
ト
ロ
ポ
ー
ル
な
ど
三
軒
の
ホ
テ
ル
と
は
別
の
場
所

に
滞
在
し
て
い
れ
ば
︵
例
え
ば
愛
宕
山
の
東
京
ホ
テ
ル
や
半
蔵
門
に
近
い
イ

ギ
リ
ス
大
使
館
内
の
大
使
館
付
武
官
官
邸
︶、︽G

uests at the H
otels

︾
欄

に
彼
の
名
が
掲
載
さ
れ
て
い
な
く
て
も
当
然
で
あ
る
。

　

筆
者
は
、Jolly

は
イ
ン
ド
で
軍
医
と
し
て
の
勤
務
を
終
え
、
東
廻
り
で

本
国
に
戻
る
途
中
、
日
本
に
立
ち
寄
っ
た
、
と
考
え
る
。
東
京
で
は
じ
め
て

鷗
外
の
知
遇
を
得
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
ま
た
日
本
語
は
ど
こ
で
習
得
し
た
の

で
あ
ろ
う
か
。

3　

上
野
精
養
軒

　

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
鷗
外
は
﹃
追
儺
﹄
で
宴
会
で
出
掛
け
る
場
所
の

一
つ
と
し
て
精
養
軒
を
挙
げ
て
い
る
。

　

精
養
軒
主
の
北
村
重し
げ
の
り威
は
、
築
地
店
の
ほ
か
に
、
一
八
七
六
年
︵
明
治

九
年
︶
四
月
十
四
日
、
上
野
公
園
内
に
も
レ
ス
ト
ラ
ン
を
開
業
し
、
ま
た
、

一
九
〇
二
年
︵
明
治
三
十
五
年
︶
か
ら
一
九
一
七
年
︵
大
正
六
年
︶
ま
で
、

こ
こ
に
ホ
テ
ル
部
門
を
併
設
し
た
︵
注
7
︶。

　

鷗
外
は
、﹃
追
儺
﹄
で
は
単
に
﹁
精
養
軒
﹂
と
い
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

築
地
・
上
野
両
店
を
さ
し
て
い
る
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
実
際
、
彼

は
一
九
〇
九
年
︵
明
治
四
十
二
年
︶
五
月
刊
の
﹃
東
亜
之
光
﹄
で
﹃
追
儺
﹄

を
世
に
問
う
ま
で
に
、
上
野
精
養
軒
を
数
回
利
用
し
て
い
る
︵
注
8
︶。
興

味
あ
る
こ
と
に
、
鷗
外
は
こ
の
作
品
を
発
表
し
た
直
後
の
一
九
〇
九
年
七

月
十
四
日
か
ら
は
じ
ま
っ
て
、
上
野
精
養
軒
に
足
繁
く
通
う
よ
う
に
な
る
。

と
く
に
、
一
九
一
七
年
︵
大
正
六
年
︶、
帝
室
博
物
館
総
長
兼
図
書
頭
に
任

ぜ
ら
れ
た
あ
と
、
頻
繁
に
同
店
を
利
用
し
て
い
る
。
一
八
九
二
年
︵
明
治

二
十
五
年
︶
以
降
、
鷗
外
が
住
居
と
し
た
観
潮
樓
は
千
駄
木
に
あ
っ
て
上
野

公
園
か
ら
ほ
ど
近
い
距
離
に
あ
っ
た
が
、
帝
室
博
物
館
は
さ
ら
に
近
く
、
同

じ
公
園
内
に
あ
っ
た
。付
図
3
は
東
京
市
役
所
市
史
編
纂
係
編﹃
東
京
案
内
﹄、

下
巻
か
ら
拝
借
し
た
が
、
公
園
内
に
帝
室
博
物
館
も
上
野
精
養
軒
も
描
か
れ

て
い
る
︵
前
者
は
﹁
博
物
館
﹂、
後
者
は
﹁
精
養
軒
﹂
と
な
っ
て
い
る
︶。

　

一
九
一
九
年
︵
大
正
八
年
︶
九
月
、帝
国
美
術
院
︵
現
在
の
日
本
芸
術
院
︶

が
開
設
さ
れ
、
鷗
外
が
初
代
院
長
と
な
っ
た
。
日
本
芸
術
院
事
務
局
編
・
刊

﹃
日
本
芸
術
院
史
﹄︵
一
九
六
三
年
︶
は
帝
国
美
術
院
が
ど
こ
に
設
置
さ
れ
た

か
に
つ
い
て
ふ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
﹃
上
野
公
園
﹄︵
東
京
都
公
園
協
会
、

改
訂
版
一
九
九
四
年
︶
の
著
者
・
小
林
安
茂
氏
に
照
会
し
た
と
こ
ろ
、
緑
の

情
報
セ
ン
タ
ー
︵
日
比
谷
公
園
内
︶
に
上
野
公
園
に
か
か
わ
る
計
一
〇
二
枚

の
図
面
が
保
存
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
一
八
七
七
年
︵
明
治
十
年
︶
の
実

測
図
に
は
﹁
文
部
省
所
轄
用
地
﹂
が
二
つ
描
か
れ
て
い
る
が
、
帝
室
美
術
院

は
そ
の
一
つ
︵
付
図
2
の
﹁
三
号
館
﹂、﹁
美
術
館
﹂
と
あ
る
あ
た
り
︶
に
置

か
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
、
た
だ
し
確
実
な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
、
と

の
御
回
答
を
頂
い
た
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
晩
年
の
鷗
外
に
と
り
上
野
精
養
軒
は
帝
室
博
物
館
か
ら

も
、
そ
し
て
お
そ
ら
く
帝
国
美
術
院
か
ら
も
近
く
、
非
常
に
便
利
な
存
在
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

功
成
り
名
遂
げ
た
鷗
外
は
、
そ
の
晩
年
、
馬
車
で
、
ま
た
は
人
力
車
で
、

よ
う
や
く
東
京
に
で
き
は
じ
め
た
近
代
的
ホ
テ
ル
に
頻
繁
に
出
掛
け
、
公
務

の
か
た
わ
ら
、
ま
た
は
公
務
の
一
部
と
し
て
、
社
交
に
つ
と
め
た
の
で
あ
る

︵
注
9
︶。

︵
完
︶
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注

注
1 

基
礎
と
な
っ
た
資
料
に
つ
い
て
は
、
全
国
市
長
会
﹃
市
政
﹄、
一
九
八
五
年

八
月
―
十
二
月
号
、
日
本
ホ
テ
ル
協
会　

H
otel R

eview

、
一
九
八
七
年
四
月
、

一
九
八
九
年
二
月
―
四
月
、
一
九
九
二
年
一
月
―
七
月
号
の
拙
稿
を
参
照
さ
れ

た
い
。

注
2 

ク
ラ
ブ
・
ホ
テ
ル
は
一
八
九
二
年
、
三
年
ご
ろ
一
般
向
け
ホ
テ
ル
と
な
っ
た
。

付
表
の
ホ
テ
ル
・
メ
ト
ロ
ポ
ー
ル
が
こ
れ
で
あ
る
。
同
ホ
テ
ル
は
、
一
九
〇
七

年
︵
明
治
四
十
年
︶
一
月
、
帝
国
ホ
テ
ル
に
い
っ
た
ん
合
併
さ
れ
た
が
、
二
年

半
の
の
ち
閉
業
と
な
っ
た
。

注
3 

José R
izal N

ational C
entenial C

om
m

ission, T
he R

izal-B
lum

entritt 

C
orrespondence (M

anila, 1961), pp.164
-5.

な

お
、
“bin ich hier in der 

spanischen G
esandschaft um

gezogen

”
は
“bin ich hier in die spanische 

G
esandschaft um

gezogen

”と
す
べ
き
で
あ
る
。T

he R
izal - B

lum
entritt 

C
orrespondence

に
は
英
訳
が
添
え
ら
れ
て
い
る
が
、“sehr unbequem

”を
“a 

little uncom
fortable

”
と
し
、
ま
た
原
文
の
“unequem

”に
は
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ

ン
が
な
い
の
に
英
訳
で
は
付
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
正
確
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。

 

　

リ
サ
ー
ル
は
、一
八
八
八
年
二
月
二
十
八
日
、マ
ニ
ラ
か
ら
横
浜
に
到
着
し︵
同

年
三
月
三
日
付　

T
he Japan W

eekly M
ail

、
二
一
〇
頁
︶、
四
月
十
三
日
、
同

地
を
出
帆
、
米
国
に
向
か
っ
た
︵
四
月
十
四
日
付
同
紙
、
三
五
四
頁
︶。

注
4 

出
典
は
﹃
原
田
真
一
編　

東
京
名
所
圖
繪
︵
マ
マ
︶﹄
と
な
っ
て
い
る
が
、
東
陽
堂
の

﹃
東
京
名
所
圖
會
﹄
は
睦
書
房
版
以
外
の
復
刻
版
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
な

お
、
一
八
九
七
年
︵
明
治
三
十
年
︶
十
月
二
五
日
刊
﹃
臨
時
増
刊
風
俗
画
報
﹄、

第
一
五
一
号
の
﹃
新
撰
東
京
名
所
圖
會
﹄、
第
九
編
に
﹁
芝
愛
宕
山
公
園
之
圖
﹂

が
あ
り
、
こ
れ
に
も
愛
宕
塔
︵﹁
五
階
﹂
の
説
明
が
あ
る
︶
お
よ
び
愛
宕
館
が

描
か
れ
て
い
る
︵
二
二
―
二
三
頁
︶。
ま
た
、﹃
東
京
市
史
稿　

市
街
篇
﹄、
第

七
八
に
は
愛
宕
館
に
関
す
る
記
事
が
あ
り
、
ま
た
広
告
が
再
録
さ
れ
て
い
る

︵
六
六
五
、六
六
七
―
九
頁
︶。
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付図 3　「上野公園之圖」
	 　（出典）東京市役所市史編纂係編『東京案内』、下巻（1907年）、432-3頁。
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注
5 

付
表
で
東
京
ホ
テ
ル
の
閉
業
を
一
八
九
九
年
三
月
以
前
と
し
た
の
は
、
同
年

三
月
十
八
日
付
国
民
新
聞
に
﹁
旧
東
京
ホ
テ
ル
附
近
﹂
の
表
現
が
あ
る
た
め
で

あ
る
︵﹃
新
聞
集
成　

明
治
編
年
史
﹄、
第
十
巻
、
三
七
〇
頁
︶。

注
6 
一
九
七
六
年
︵
昭
和
五
十
一
年
︶
に
岩
波
書
店
が
上
梓
し
た
﹃
鷗
外
全
集
﹄

の
第
三
十
五
巻
は
鷗
外
の
日
記
を
蒐
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
書
の
四
五
五
頁
、

四
六
四
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

注
7 

上
野
精
養
軒
に
つ
い
て
は
筆
者
は
か
な
り
詳
細
な
研
究
を
行
な
い
、H

otel 

R
eview

、一
九
九
三
年
九
月
、外
国
人
居
留
地
比
較
研
究
グ
ル
ー
プ︵
川
崎
晴
朗
︶、

﹁
ヤ
ン
・
レ
ツ
ル
に
つ
い
て
﹂︵
4
︶
で
発
表
し
た
︵
六
―
二
五
頁
︶。

注
8 

注
6
で
触
れ
た
﹃
鷗
外
全
集
﹄
第
三
十
五
巻
に
よ
る
と
、
一
九
〇
三
年
︵
明

治
三
十
六
年
︶
四
月
八
日
、
一
九
〇
七
年
︵
明
治
四
十
年
︶
十
月
二
十
五
日
、

一
九
〇
八
年
︵
明
治
四
十
一
年
︶
四
月
十
二
日
、
同
七
月
八
日
、
一
九
〇
九
年

︵
明
治
四
十
二
年
︶
四
月
十
四
日
な
ど
︵
三
七
、五
六
、四
〇
〇
、四
〇
八
、四
三
七

頁
︶。
単
に
﹁
精
養
軒
﹂
と
あ
り
、
築
地
店
か
上
野
店
か
判
別
で
き
な
い
場
合
も

あ
る
︵
五
七
、四
〇
五
頁
︶。

注
9 

石
井
研
堂
﹃
明
治
事
物
起
原
﹄
に
よ
る
と
、
自
動
車
は
明
治
三
十
六
、七

年
、
す
な
わ
ち
一
九
〇
三
、四
年
ご
ろ
か
ら
日
本
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

一
九
一
一
年
十
月
、東
京
の
車
台
数
は
一
六
〇
余
り
で
あ
っ
た
。こ
の
ほ
か
皇
族
、

軍
、
外
国
大
公
使
所
有
の
も
の
が
約
二
十
台
あ
っ
た
と
い
う
︵
ち
く
ま
学
術
文

庫
版
で
は
第
五
巻
、
一
四
一
―
二
頁
︶。
政
府
・
軍
の
高
官
が
い
つ
運
転
手
付
の

公
用
車
を
あ
て
が
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
判
然
と
し
な
い
。
鷗
外
が
公
用

車
を
使
用
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
か
否
か
、
御
教
示
を
願
え
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

︵
愛
知
大
学
国
際
問
題
研
究
所
客
員
研
究
員
︶
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